
あま市教育委員会

定例会会議録【第11回】
平成２２年度　あま市教育委員会



（生涯学習課長）伊藤　義久　

（学校教育課指導次長）石田　一英

（学校教育課指導主事）赤田由起江、伊藤克仁、　

議案第1号　平成２２年度末教職員人事異動について　  　

議案第５号　適応指導教室への入級について

議案第６号　あま市立七宝北中学校二期制の実施について

議案第７号　６月の美和歴史民俗資料館の休館日変更について

議案第８号　後援申請について

・あま市立甚目寺小学校教員の処分について

・生徒指導について

議案第3号　指定学校変更願申請書について　　

（学校教育課長補佐）原健一

午後２時００分より

（学校教育課長）三浦和己　

（教育部長）小出春夫　（学校給食センター課長）安井徳一

なし

日程第５　

日程第４

日程第３

議案第2号　区域外就学申請書について　

その他

議案第４号　就学援助費の受給審査について

平成２3年3月14日（月）

（学校教育課長補佐）原健一

二ノ宮　鉃弥 、山田健太郎 、小笠原英司 、 南谷恵美子 、 水野良美

平成２２年度　あま市教育委員会定例会会議録【第11回】

本庁舎2階2階会議室

出 席 者

欠 席 委 員

出 席 委 員

開 催 時 間

議 事 日 程

開 催 場 所

開 催 日

傍 聴 人

会議録書記

教育長の経過報告

前回会議録の承認

委員長あいさつ

日程第２

日程第１

なし



発言者

委 員 長

委 員 長

委 員 長

委 員 全 員

委 員 長

教 育 長 別紙の教育長経過報告を朗読説明。

委 員 長

教 育 長

委 員 長

委 員 質疑なし

委 員 長

委 員 長

学校教育課長

委 員 長

委 員 質疑なし

委 員 長

委 員 長

学校教育課長

委 員 長

委 員 質疑なし

委 員 長

委 員 長

学校教育課長

委 員 長

委 員 質疑なし

委 員 長

委 員 長

学校教育課長

委 員 長

委 員

委 員 長 議案第５号を承認する。

委 員 長

指 導 次 長

委 員 長

資料３を説明。申請3人（専決3人）

議案第３号の質疑を許可。

議案第３号を承認する。

議案第1号「平成２２年度末教職員人事異動について」上程

資料１をご覧ください。本人の内辞は3月17日なので秘密厳守でお願いします。

議案第１号の質疑を許可。

議案第１号を承認する。

議案第２号「区域外就学申請書について」上程

資料２を説明。申請10人（専決８人、その他２人）

２月申請分、適合案件１3名が申請。

議案第２号の質疑を許可。

議案第２号を承認する。

議案第３号「指定学校変更願申請書について」上程

議案第５号の質疑を許可。

質疑なし

議案第６号「あま市立七宝北中学校二期制の実施について」上程

資料６を説明。

議案第６号の質疑を許可。

議案第４号「就学援助費の受給審査について」上程

議案第４号の質疑を許可。

議案第４号を承認する。

教育長の経過報告。

議事の経過（発言の要旨）

平成２２年度第11回あま市教育委員会定例会の開会を宣する。

あいさつする。

議事録に署名・押印。

前回の議事録の承認をお願いする。

【開会時刻：午後４時００分】

議案第５号「適応指導教室への入級について」上程

資料５を説明。申請１人。



発言者 議事の経過（発言の要旨）

委 員

委 員 長 議案第６号を承認する。

委 員 長

生涯学習課長

委 員 長

委 員

委 員 長 議案第７号を承認する。

委 員 長

生涯学習課長 申請５件。

委 員 長

委 員

委 員 長 議案第８号を承認する。

委 員 長

教 育 部 長 あま市立甚目寺小学校教員を厳重注意の処分をしました。

12月1日人身事故のため。

赤 田 指 導 主
事

2月に行った生徒指導の内容を説明した。

教 育 部 長 地震に対する義援金などの対応は県教育委員会の指示に従います。

学校給食会より4月より給食に使用する材料の制限がかかる。味噌や魚類。

委 員 長

【 次 回 予 定 】

【閉会時刻：午後５時４０分】

平成２３年４月１９日（火）定例会　午後２時００分～　（本庁舎２階第３・４会議室）

平成２２年度第11回あま市教育委員会定例会の閉会を宣する。

平成２３年５月１７日（火）定例会　午後２時００分～　

その他、事務局の報告はありませんか。

質疑なし

議案第７号「６月の美和歴史民俗資料館の休館日変更について」上程

資料７を説明。

議案第７号の質疑を許可。

質疑なし

議案第８号「後援申請について」上程

議案第８号の質疑を許可。

質疑なし


